
内
閣
衆
質
一
五
三
第
五
〇
号

平
成
十
四
年
一
月
十
一
日

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
長
良
川
河
口
堰
な
ど
の
住
民
訴
訟
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

五

〇

号

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

福

田

康

夫



衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
長
良
川
河
口
堰
な
ど
の
住
民
訴
訟
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

「
木
曾
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
（
昭
和
四
十
三
年
総
理
府
告
示
第
三
十
五
号
）
、
「
木
曾
川
水
系
に

お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
（
昭
和
四
十
八
年
総
理
府
告
示
第
九
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
八
年
計
画
」
と
い
う
。
）
及

び
「
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
（
平
成
五
年
総
理
府
告
示
第
七
号
。
以
下
「
平
成
五
年
計
画
」
と
い

ぜ
き

う
。
）
に
お
い
て
は
、
供
給
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
施
設
を
建
設
す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
長
良
川
河
口
堰
建
設

事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
決
定
並
び
に
昭
和

四
十
八
年
計
画
及
び
平
成
五
年
計
画
の
そ
の
後
の
変
更
に
当
た
っ
て
、
水
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
項
に
基
づ
き
三
重
県
知
事
か
ら
意
見
を
聴
い
た
が
、
同
県
知
事
は
本
件
事
業
に
反
対
し

て
い
な
い
。

ま
た
、
建
設
大
臣
は
、
「
長
良
川
河
口
堰
建
設
事
業
に
関
す
る
事
業
実
施
方
針
」
（
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
建

設
省
河
開
発
第
九
十
号
の
五
）
の
策
定
及
び
そ
の
後
の
変
更
に
当
た
っ
て
、
水
資
源
開
発
公
団
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

二
百
十
八
号
）
第
十
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
三
重
県
知
事
か
ら
意
見
を
聴
い
た
が
、
同
県
知
事
は
本
件
事
業
に
反
対
し
て
い

一



な
い
。

さ
ら
に
、
水
資
源
開
発
公
団
は
、
「
長
良
川
河
口
堰
建
設
事
業
に
関
す
る
事
業
実
施
計
画
」
の
作
成
及
び
そ
の
後
の
変
更

に
当
た
っ
て
、
水
資
源
開
発
公
団
法
第
二
十
条
第
一
項
に
基
づ
く
三
重
県
知
事
と
の
協
議
を
調
え
た
ほ
か
、
平
成
七
年
の
当

該
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
長
良
川
河
口
堰
を
利
用
し
て
流
水
を
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
用
に
供
し
よ
う

と
す
る
者
と
し
て
三
重
県
企
業
庁
長
が
特
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
同
県
企
業
庁
長
か
ら
意
見
を

聴
く
と
と
も
に
本
件
事
業
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た
が
、
同
県
企
業
庁
長
は
本
件
事
業
に
反
対
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
当
該
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
重
県
知
事
及
び
同
県
企
業
庁
長
は
本
件
事
業
に
反
対
し
て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

�
に
つ
い
て

御
質
問
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
水
が
売
れ
ず
、
一
般
会
計
か
ら
支
出
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
こ
と
は
、
三
重
県
及
び
同
県
企
業
庁
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
考
え
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業
の
一
部
で
あ
る
北
勢
系
第
二
次
拡
張
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
承

二



知
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
主
体
は
三
重
県
企
業
庁
で
あ
る
か
ら
、
当
該
事
業
の
工
期
の
延
伸
に
よ
る
事
業
費
の
増
加
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
（
旧
建
設
省
）
及
び
水
資
源
開
発
公
団
は
そ
の
予
測
を
行
う
立
場
に
な
い
。

な
お
、
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
三
重
県
知
事
及
び
同
県
企
業
庁
長
が
本
件
事
業
に
反
対
し
た
と
い
う
事
実
は
な

い
。

�
に
つ
い
て

現
行
の
住
民
訴
訟
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員
の
財
務
会
計
上
の
違
法
な
行
為
等
を
是
正
又
は
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
に
代
位
し
て
当
該
職
員
に
対
し
て
損
害
賠
償
等
の
請
求
を
行
う
住
民
訴
訟
に
お
い
て
は
、
住
民
側

が
、
当
該
職
員
の
個
人
と
し
て
の
責
任
を
追
及
す
る
形
を
採
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
財
務
会
計
上
の
行
為
等
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
政
策
判
断
の
当
否
を
争
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
実
情
等
に
か
ん
が
み
、
現
在
、
住

民
訴
訟
制
度
の
見
直
し
等
を
内
容
と
す
る
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

�
に
つ
い
て

三



住
民
訴
訟
に
お
い
て
住
民
側
が
勝
訴
し
た
判
決
の
す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
文
献
等
に
よ
れ
ば
、
過

去
三
年
間
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

広
島
高
等
裁
判
所
判
決
（
平
成
十
三
年
五
月
二
十
九
日
）
は
、
平
成
六
年
当
時
の
下
関
市
長
（
以
下
「
前
下
関
市
長
」
と

い
う
。
）
が
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に
補
助
金
を
支
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
補
助
金
の
支
出
の
一
部
は
公
益
性
が

認
め
ら
れ
ず
、
前
下
関
市
長
の
行
為
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
二
条
の
二
に
違
反

す
る
と
の
理
由
で
、
前
下
関
市
長
に
対
し
、
下
関
市
に
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
よ
う
命
じ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
判
決
に
つ

い
て
は
、
前
下
関
市
長
が
上
告
中
及
び
上
告
受
理
申
立
て
中
で
あ
る
。

四


